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 大木理恵子先生は、癌抑制遺伝子の機能発現機構の解明に取

り組み、これまでに p53の標的遺伝子である Noxa (Science, 288, 

1053 - 1058, 2000) や PHLDA3 (Cell, 136, 535 - 550, 2009) を発見

されるなど、特に p53の癌抑制機能発現の研究で業績をあげて

こられました。 

	
 今回のセミナーでは、こうした癌抑制遺伝子の機能を中心と

して、マウス個体を用いたお仕事などについてもお話しいただ

く予定です。 

 

 連絡先： 微生物病研究所 

   感染症学免疫学融合プログラム推進室 

   ゲノム生化学研究グループ 
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